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1. 平成30年3月期第3四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する四半期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第3四半期 22,390 △4.9 3,253 △23.9 2,319 △19.3

29年3月期第3四半期 23,527 2.4 4,272 △12.2 2,873 △20.8

（注）包括利益 30年3月期第3四半期　　4,266百万円 （226.1％） 29年3月期第3四半期　　1,308百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第3四半期 106.99 106.49

29年3月期第3四半期 132.80 132.28

（注）平成28年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しましたが、前連結会計年度の期首に当該株式併合を実施したと仮定し、

１株当たり四半期純利益および潜在株式調整後１株当たり四半期純利益を算定しております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年3月期第3四半期 1,954,483 111,283 5.6

29年3月期 1,956,255 107,697 5.4

（参考）自己資本 30年3月期第3四半期 111,081百万円 29年3月期 107,516百万円

（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末新株予約権）を期末資産の部合計で除して算出しております。なお、本「自己資本比率」は、自己資
本比率告示に定める自己資本比率ではありません。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 2.00 ― 20.00 ―

30年3月期 ― 20.00 ―

30年3月期（予想） 20.00 40.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

（注）平成28年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施したため、平成29年３月期第２四半期末の１株当たり配当金については、当
該株式併合前の実際の配当金の金額を記載し、平成29年３月期の年間配当金合計は「－」として記載しております。

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する当期

純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 27,700 △9.8 3,300 △38.5 2,400 △34.8 110.87

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期3Q 21,745,958 株 29年3月期 21,745,958 株

② 期末自己株式数 30年3月期3Q 63,415 株 29年3月期 77,057 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期3Q 21,677,892 株 29年3月期3Q 21,639,018 株

（注）平成28年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しましたが、前連結会計年度の期首に当該株式併合を実施したと仮定
し、期中平均株式数を算定しております。

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいてお
り、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間における我が国の経済は、緩やかな回復基調が続きました。輸出の持ち直しや生産の

増加などにより、企業収益や雇用情勢の改善が持続するなど底堅く推移しました。

 当地区におきましても、海外経済の緩やかな回復により、輸出や生産、設備投資などが増加基調を維持するとと

もに、雇用や所得環境の改善などにより個人消費も緩やかに回復しました。

 金融情勢につきましては、日本銀行による長短金利操作付き量的・質的金融緩和の継続などにより、長期金利は

マイナス0.02％～プラス0.11％の範囲で推移しました。また、オーバーナイト物金利は、マイナス0.08％～マイナ

ス0.02％の範囲で推移しました。

 このような経済金融情勢の下、当行グループの第３四半期連結累計期間の営業成績は次のとおりとなりました。

 経常収益は、利回り低下による貸出金利息収入の減少と、貸倒引当金戻入益の減少などにより、前年同期比11億

37百万円減少の223億90百万円となりました。また、経常費用は、預金利息や営業経費の減少などにより、前年同

期比１億17百万円減少の191億37百万円となりました。その結果、経常利益は前年同期比10億19百万円減少し32億

53百万円となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同期比５億54百万円減少し23億19百万円となりまし

た。

 

（２）財政状態に関する説明

 資産の部では、貸出金は、中小企業や個人のお客さまの資金ニーズに積極的にお応えするよう努めてまいりまし

たが、前年度末比140億円減少し１兆2,835億円となりました。また有価証券は、前年度末比76億円減少し5,711億

円となりました。一方、負債の部では、預金は、法人のお客さまを主体に前年度末比202億円増加し、１兆7,693億

円となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成30年３月期の業績見通しにつきましては、平成29年11月13日公表の予想数値から変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成29年12月31日) 

資産の部    

現金預け金 46,485 64,127 

有価証券 578,762 571,145 

貸出金 1,297,534 1,283,532 

外国為替 6,169 6,723 

その他資産 8,270 10,264 

有形固定資産 19,930 19,861 

無形固定資産 3,265 2,797 

繰延税金資産 931 846 

支払承諾見返 4,811 4,530 

貸倒引当金 △9,906 △9,346 

資産の部合計 1,956,255 1,954,483 

負債の部    

預金 1,749,055 1,769,354 

譲渡性預金 － 5,150 

コールマネー及び売渡手形 15,000 － 

借用金 30,105 31,319 

外国為替 1 43 

社債 15,000 5,000 

その他負債 23,461 16,526 

賞与引当金 714 340 

退職給付に係る負債 1,759 1,105 

睡眠預金払戻損失引当金 372 327 

偶発損失引当金 567 624 

繰延税金負債 5,082 6,252 

再評価に係る繰延税金負債 2,626 2,626 

支払承諾 4,811 4,530 

負債の部合計 1,848,558 1,843,200 

純資産の部    

資本金 31,844 31,844 

資本剰余金 23,856 23,994 

利益剰余金 27,551 28,988 

自己株式 △229 △187 

株主資本合計 83,022 84,640 

その他有価証券評価差額金 20,473 22,232 

繰延ヘッジ損益 △285 △285 

土地再評価差額金 5,406 5,406 

退職給付に係る調整累計額 △1,099 △911 

その他の包括利益累計額合計 24,494 26,441 

新株予約権 180 202 

純資産の部合計 107,697 111,283 

負債及び純資産の部合計 1,956,255 1,954,483 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年12月31日) 

経常収益 23,527 22,390 

資金運用収益 16,437 16,180 

（うち貸出金利息） 10,720 10,225 

（うち有価証券利息配当金） 5,615 5,847 

役務取引等収益 3,781 3,913 

その他業務収益 1,520 1,379 

その他経常収益 1,787 917 

経常費用 19,254 19,137 

資金調達費用 1,358 1,008 

（うち預金利息） 740 356 

役務取引等費用 1,388 1,492 

その他業務費用 1,290 1,454 

営業経費 14,377 14,180 

その他経常費用 840 1,001 

経常利益 4,272 3,253 

特別利益 22 37 

固定資産処分益 22 37 

特別損失 241 210 

固定資産処分損 7 17 

減損損失 234 193 

税金等調整前四半期純利益 4,053 3,080 

法人税、住民税及び事業税 584 515 

法人税等調整額 548 245 

法人税等合計 1,133 760 

四半期純利益 2,919 2,319 

非支配株主に帰属する四半期純利益 46 － 

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,873 2,319 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年12月31日) 

四半期純利益 2,919 2,319 

その他の包括利益 △1,611 1,947 

その他有価証券評価差額金 △1,911 1,756 

繰延ヘッジ損益 106 △0 

退職給付に係る調整額 192 187 

持分法適用会社に対する持分相当額 1 3 

四半期包括利益 1,308 4,266 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,260 4,266 

非支配株主に係る四半期包括利益 47 － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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３．平成30年３月期 第３四半期決算説明資料

(１)損益の状況【単体】

(単位：百万円) (単位：百万円)

3,000

1

41

比　較

△1,163

△173

103

24

69

54

通期予想
(平成30年3月期)

26,800

2,800

3,200

13,855

1,796

△230

1,772

3,956

500

△299

△175

△270

3,015

2,823

7,346

△326

3,341

5

18

19

20

21

3,014

△219

3,736

735

5,592

経 常 収 益

業 務 粗 利 益

役 務 取 引 等 利 益

資 金 利 益

1

2

3

4

前年同四半期
平成29年3月期
第３四半期

当四半期
平成30年3月期
第３四半期

21,69922,862

16,696

15,130

16,869

15,027

そ の 他 業 務 利 益

2,719

13,680

7,076

5,633

970

2,162

経費（除く臨時処理分） 6

7

2,200

物 件 費

税 金

8

9

業務純益(一般貸倒繰入前) 3,01410

一般貸倒引当金繰入(①)

業 務 純 益

人 件 費

2,674

-

916

327

11

12

13

△326

うち国債等債券損益(５勘定尻)

コ ア 業 務 純 益 149

臨 時 損 益

340

941

191

△328

14

15

うち株式等関係損益

うち不良債権処理額(②) 17

495 621

708221

16

△173

△943

46

△149

△1,269

126

487

3,013

894

△276

法 人 税 等 合 計

法人税、住民税及び事業税

24

2,840

435

241517

677

与信関係費用(①＋②－③)

税 引 前 四 半 期 純 利 益

法 人 税 等 調 整 額

四 半 期 ( 当 期 )純 利 益

△513 38126

22

23

1,017

うち貸倒引当金戻入益(③)

25

- △735

△340

△557

△896

△65

経 常 利 益

特 別 損 益

・コア業務純益＜１１行目＞

その他業務利益は減少したものの、資金利益の増加や人件費の減少などにより、

前年同四半期比1億49百万円増加し、28億23百万円となりました。

・経常利益＜１９行目＞
貸倒引当金戻入益の減少を主因として、前年同四半期比9億43百万円減少し、30億13百万円
となりました。

・四半期純利益＜２５行目＞

前年同四半期比5億57百万円減少し、21億62百万円となりました。
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(２)金融再生法ベースのカテゴリーによる開示【単体】

(単位：百万円)

(３) 自己資本比率（国内基準）

(単位：百万円、％)

(４)有価証券の評価損益【単体】

（単位：百万円）

評価損益 評価損益 評価損益

要管理債権 5,973 5,881 

総与信に対する割合（Ａ/Ｂ） 2.52% 2.32% 

正常債権 1,257,928 1,275,603 

(4) 所要自己資本額 (3)×4％

合　　　計　（Ａ） 32,477 30,299 

危険債権 15,115 13,014 

総与信合計　（Ｂ） 1,290,406 

平成28年12月末 平成29年12月末 比　較

破産更生債権及びこれら
に準ずる債権

11,388 11,403 15 

9,493

平成28年12月末

うち益

24,516 24,558

2,001 5,379

30,671 34,803

6,916

うち益 うち損

3,378

5,436

4,132

3,861

18,697

711

うち損

861

そ の 他

債 券

株 式

そ の 他 有 価 証 券

4,865

3,762

4,153

19,896 20,026 130

5,730

6,054

うち益 うち損

平成29年12月末

42

31,682 36,436 4,754

（参 考）
平成29年3月末

32,941

18,832

6,409

7,699

4,946

134

973

3,837

27,994

（参 考）
平成29年3月末

11,011 

13,875 

5,784 

30,672 

(3) リ ス ク ・ ア セ ッ ト の 額

連結

(参考)平成29年3月末

単体

1,288,486 

1,319,159 

2.33% 

(1)

(2)

自 己 資 本 比 率 (2) ／ (3)

自 己 資 本 の 額

平成29年12月末

単体

1,305,903 

17,675 

△0.20% 

△92 

15,497 

△2,101 

△2,178 

連結

8.35%

88,578

1,059,684

42,387

8.64%

92,484

1,070,132

42,805

9.18%

97,043

1,056,107

42,244

9.42%

100,430

1,065,218

42,608

金融再生法ベースの開示債権は、前年同四半期比21億円減少し、302億円となりました。

総与信に占める割合は、前年同四半期比0.20ポイント低下し、2.32％となりました。

自己資本比率（国内基準）は、単体で平成29年3月末比0.83ポイント低下し8.35％、連結で同0.78ポイント低下し

8.64％となりました。

有価証券の評価損益は、前年同四半期比10億円減少し、306億円の評価益となりました。
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(５)預金・貸出金の残高【単体】

（単位：百万円）

(参考)　預かり資産残高（法人含む）【単体】

（単位：百万円）

う ち 個 人 預 金

う ち 消 費 者
ロ ー ン

1,194,344  1,181,231  △13,113  1,175,657  

5,805  5,584  △221  6,147  

貸 出 金 ( 末 残 ) 1,298,059  

△1,236  2,821  

比　較
（参 考）

平成29年3月末

△3,893  74,272  

143,869  14,278  133,126  

合 計 213,968  222,896  8,928  216,366  

公 共 債

保 険

外 貨 預 金

3,428  2,192  

平成29年12月末

投 資 信 託 75,144  71,251  

129,591  

平成28年12月末 平成29年12月末 比　較
（参 考）

平成29年3月末

平成28年12月末

預 金 ( 末 残 ) 1,763,421  1,775,775  12,354  1,756,752  

396,264  413,725  17,461  402,669  

1,270,457  1,283,099  12,642  

預金は、前年同四半期比123億円増加し1兆7,757億円となりました。

貸出金は、前年同四半期比126億円増加し1兆2,830億円となりました。

株式会社中京銀行(8530) 平成30年３月期 第３四半期決算短信

－ 9 －


	01サマリー
	02添付資料＋03補足説明
	02添付資料
	03補足説明




